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週３日以上

34.5%

週に２日

16.6%

週に１日

15.6%

月に１～３日

12.9%

３ヶ月に１～２日

3.5%

年に１～３日

1.6%

わからない

2.1%

運動やスポーツを

実施しなかった

6.6%

無回答

6.6%

（n=1,251)

台東区スポーツに関する意識調査報告書 

（概要版） 令和４年７月 

 
昨年は、東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会が開催され、人々のスポーツへの関心も

高まっています。また、生涯健康的で豊かな生活を送るため、スポーツの果たす役割はますます重要とな

っています。 

台東区では平成２８年度に「台東区スポーツ振興基本計画」を策定し、様々なスポーツ施策を実施して

きましたが、近年の社会情勢や環境の変化等を勘案し、本年度、計画を新たに見直すこととなりました。 

本調査は、区民が運動やスポーツについてどのような意見や考えを持っているかを把握し、台東区スポ

ーツ振興基本計画見直しの基礎資料とすることを目的としています。 

 
Ｉ 区民(一般区民) 

18 歳以上の区民：5,000 人 有効回収数：1,251 人 有効回収率：25.0％ 

実施期間：令和 4 年 5 月 24 日〜令和 4 年 6 月 8 日 
 

Ⅱ 区民(障害のある方) 

障害者手帳を所持している 18 歳以上の区民：1,000 人 有効回収数：297 人 有効回収率：29.7％ 

実施期間：令和 4 年 5 月 11 日〜令和 4 年 5 月 30 日 

 

 

 

 

 

 
   ※前回調査：平成 28 年 6 月 

 

 

 

 

一般区民の運動やスポーツの実施

頻度は、「週３日以上」が 34.5％で最

も多く、「週に２日」（16.6％）、「週に

１日」（15.6％）を含めると、6 割半

ばの方が『週に１日以上』運動やスポ

ーツを行っており、前回調査から 7.0

ポイント増加しています。 

 

 

 

 調査目的 

 調査対象者と回収率、実施期間 

 この冊子の数字は、すべて回答者全員を 100％とした比率です。 

 四捨五入の関係で、合計が 100％にならない場合があります。 

 複数回答の場合は、合計が 100％を超えます。 

 「ｎ」は、回答者数のことです。 

 グラフや表の中には、スペースの都合により、選択肢を一部省略しているところがあります。 

 調査結果 《 Ｉ 区民(一般区民) 》 

◆成人の週一回以上のスポーツ実施率 

◎ 『週に１日以上』 66.7％ 
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34.5

25.8

19.9

15.6

9.4

8.2

5.3

4.0

2.5

0.9

25.8

7.5

0 10 20 30 40

自宅

近くの公園

上野公園

隅田公園

区外のスポーツ施設

区内の民間スポーツ施設

区立スポーツ施設

区立小中学校の校庭・体育館

区民館や社会教育センター

健康増進センター

その他

無回答

（％）

（n=1,161)

66.4

63.7

44.1

27.2

23.5

17.7

16.2

11.6

8.4

4.6

2.0

1.9

5.8

0 10 20 30 40 50 60 70

健康維持・体力の向上

運動不足の解消

ストレスの解消や気晴らし

美容、肥満の解消

体を動かす楽しみ

生活の充実

友人・仲間との交流

家族とのふれあい

気力や精神の鍛錬

自己の記録や技術の向上

家族・友人などからの勧め

その他

無回答

（％）

（n=1,161)

定期的に行っている

0.3%

体験会等で行ったことがある

4.8%

行ったこと

はないが、

関心がある

35.8%関心がない

53.6%

無回答

5.4%

（n=1,251)

 

 

運動やスポーツをしていると回答した方の

この１年間に行った運動やスポーツの上位 5

種目は前回調査と変わらず、「ウォーキング、

散歩」（79.9％）が約 8 割で最も多くなってい

ます。 
 
 

 
運動やスポーツをしていると回答した方の運動やスポーツを行った場所は、「自宅」（34.5％）、「近くの

公園」（25.8％）で多くなっています。その他の内容としては、「近所、自宅周辺」などがあげられていま

す。また、運動やスポーツを行う理由は、「健康維持・体力の向上」（66.4％）、「運動不足の解消」（63.7％）

が多くなっており、前回調査と同様の傾向となっています。 

一方、運動やスポーツをしなかった理由としては、「仕事や家事・育児などで忙しい」（37.3％）、「きっ

かけや機会がない」、「新型コロナウイルス感染症による日常生活の変化」（ともに 18.1％）が多くなって

います。 
 

■運動やスポーツを行った場所（複数回答）       ■運動やスポーツを行う理由（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 

 

障害者スポーツを行った経験の有無は、

「定期的に行っている」（0.3％）、「体験会

等で行ったことがある」（4.8％）となって

おり、前回調査から 4.1ポイント増加して

いますが、「行ったことはないが、関心が

ある」（35.8％）を合わせた『関心がある』

方は 40.9％となっており、前回調査から

8.1 ポイント減少しています。 

 

 

 

（複数回答） 
   

 

(ｎ＝1,251) 

第１位 第２位 第３位 第４位 第５位 

ウ ォ ー キ ン

グ、散歩 

体操 軽い球技／室内運動器具を 

使ってする運動 

 

ラ ン ニ ン グ

(ジョギング) 

79.9% 44.8% 15.2% 13.5% 

◆この１年間に行った運動やスポーツ 

◆運動やスポーツを行った場所、理由 

◆障害者スポーツへの関心 

◎ 『関心がある』 40.9％ 
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41.2

21.0

19.8

14.0

9.5

7.0

6.2

5.3

2.9

2.5

2.1

1.2

0.8

5.8

22.6

0 10 20 30 40 50

自宅周辺

道路・遊歩道

公園・広場

家・自宅

地域の公共スポーツ施設

民間フィットネスクラブ

福祉施設

山・川・海

ボウリング場・ゴルフ練習場

職場・企業

学校

医療機関

障害者専用スポーツ施設

その他

無回答

（％）

（n=243)

46.9

19.8

9.5

8.2

7.8

1.6

1.2

1.2

0.8

1.2

23.9

0 10 20 30 40 50

一人ですることが多い

家族

サークルの仲間

その他の知人・仲間

福祉施設の職員・仲間

スポーツ教室の職員・仲間

スポーツ施設の職員・仲間

学校の先生・仲間

ボランティア

その他

無回答

（％）

（n=243)

週３日以上

24.6%

週に１～２日

26.9%

月に１～３日

8.8%

３ヵ月に１～２日

1.0%

年に１～３回

3.0%

運動やスポーツを

実施していない

17.2%

無回答

18.5%

（n=297)

 
 

障害のある方の運動やスポーツの実

施頻度は、「週に１～２日」（26.9％）が

最も多く、「週３日以上」（24.6％）を合

わせた『週に１日以上』は 51.5％とな

っており、前回調査から 6.2 ポイント

減少しています。 

 

 

 

 

 

 
 

 
運動やスポーツをしていると回答した方の

この１年間に行った運動やスポーツの種目は

「ウォーキング、散歩」が 69.7％で最も多くな

っています。 

前回調査では上位にあげられていなかった

「サイクリング、モータースポーツ」、「ランニ

ング(ジョギング)」が、今回調査では 4 位、5

位となっています。 
 

 
運動やスポーツをしていると回答した方の運動やスポーツを行った場所は、「自宅周辺」が 41.2％で最

も多くなっています。次いで、「道路・遊歩道」（21.0％）、「公園・広場」（19.8％）、「家・自宅」（14.0％）

などとなっています。また、運動やスポーツを行う仲間は、「一人ですることが多い」が 46.9％で最も多く

なっており、前回調査と同様の傾向となっています。 

 
■運動やスポーツを行った場所（複数回答）       ■運動やスポーツを行う仲間（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（複数回答）   （n=297） 

第１位 第２位 第３位 第４位 第５位 

ウ ォ ー キ ン

グ、散歩 

体操 室内運動器具

を使ってする

運動 

サ イ ク リ ン

グ、モーター

スポーツ 

ラ ン ニ ン グ

(ジョギング) 

69.7% 35.0% 12.5% 10.4% 6.7% 

 調査結果 《 Ⅱ 区民(障害のある方) 》 

◆成人の週一回以上のスポーツ実施率 

◎ 『週に１日以上』 51.5％ 

◆この１年間に行った運動やスポーツ 

◆運動やスポーツを行った場所、仲間 
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45.0

38.0

32.9

23.7

23.4

16.0

12.5

11.4

10.2

9.6

9.1

7.7

6.7

1.5

2.8

8.3

7.1

0 20 40 60

健康・体力づくりの推進

スポーツ施設の整備・充実

中高年者のスポーツ活動の推進

初心者向けのスポーツ教室の充実

小中学校の運動活動の充実

スポーツ情報の提供

各種スポーツ大会やイベントの開催

障害者のスポーツ活動の推進

総合型地域スポーツクラブの育成

スポーツ科学（スポーツ医科学）の導入

指導者の育成と活用

スポーツ交流の推進

スポーツボランティアの育成・支援

競技力の向上

その他

特にない

無回答

（％）

（n=1,251)

絶対に必要

23.6

23.9

25.9

19.2

25.3

16.2

16.8

12.1

12.5

10.4

14.5

10.4

10.1

9.1

7.4

必要

41.1

39.7

34.7

39.7

33.3

39.7

35.0

38.7

37.4

36.4

31.3

33.3

27.9

28.3

26.6

どちらともいえない

13.5

10.8

11.8

14.1

15.5

17.2

21.9

22.2

21.5

22.2

23.2

26.9

30.3

32.0

33.3

あまり必要ない

2.4

2.7

2.4

4.7

3.7

3.0

2.7

3.4

4.7

6.1

5.7

5.1

5.4

5.7

5.7

必要ない

4.4

3.0

3.4

3.0

3.4

3.4

3.7

3.7

2.7

4.0

3.4

4.0

4.0

3.7

5.4

無回答

15.2

19.9

21.9

19.2

18.9

20.5

19.9

19.9

21.2

20.9

21.9

20.2

22.2

21.2

21.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害者が利用できるスポーツ施設

スポーツ施設のバリアフリー化

周囲の理解

スポーツ施設までの移動方法の確保

公共スポーツ施設職員・関係者の理解

障害者スポーツの指導者の確保

介助等のボランティアの確保

障害者スポーツ指導者の派遣・支援

障害者スポーツ全般の情報

スポーツ教室の開催

スポーツ関連器具・用具の貸出

スポーツ仲間の確保

障害者スポーツサークル・クラブの育成

障害者スポーツ団体・組織の育成

スポーツイベントの開催

(n=297)

 
（１）区民（一般区民）「今後、台東区が取り組むべきこと」 
 
 

今後、台東区が取り組むべきスポー

ツ施策は、「健康・体力づくりの推進」

が 45.0％で最も多く、次いで、「スポー

ツ施設の整備・充実」（38.0％）、「中高

年者のスポーツ活動の推進」（32.9％）、

「初心者向けのスポーツ教室の充実」

（23.7％）、「小中学校の運動活動の充

実」（23.4％）などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
（２）区民（障害のある方）「障害のある方がスポーツを行ううえで必要としていること」 
 

障害のある方が運動やスポーツを行ううえで必要とされていることは、「障害者が利用できるスポーツ施

設」（64.6％）、「スポーツ施設のバリアフリー化」（63.6％）で 6 割半ば、「周囲の理解」（60.6％）、「スポ

ーツ施設までの移動方法の確保」（58.9％）、「公共スポーツ施設職員・関係者の理解」（58.6％）で 6 割前

後の方が『必要』（「絶対に必要」と「必要」の計）としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆運動やスポーツを行ううえで必要とされていること 
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『必要』 

64.6 

63.6 

60.6 

58.9 

58.6 

55.9 

51.9 

50.8 

49.8 

46.8 

45.8 

43.8 

38.0 

37.4 

34.0 

 


